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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．流体密封の筐体内部に配置されたギアアセンブリと、
　ｂ．該筐体内部に配置された潤滑剤であって、該ギアアセンブリによるせん断を受けて
潤滑剤のエーロゾルを発生する潤滑剤と、
　ｃ．該筐体内部と外部の間で流体の連通を提供する通路と、
　ｄ．該通路を覆うガス透過性で水不透過性の膜と、
　ｅ．前記潤滑剤のエーロゾルを収着するために前記潤滑剤と該水不透過性の膜の間の通
路内に配置された繊維状収着剤と
を含む、ベント付自動車用ギアケース。
【請求項２】
　前記膜がｅＰＴＦＥを含む、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項３】
　前記膜が疎油性である、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項４】
　前記繊維状収着剤が、前記潤滑剤のエーロゾルを吸収しかつガスを通過させるために天
然繊維を含む、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項５】
　前記天然繊維が綿を含む、請求項４に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項６】
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　前記天然繊維がカポックを含む、請求項４に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項７】
　前記天然繊維がトウワタを含む、請求項４に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項８】
　前記天然繊維がウールを含む、請求項４に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項９】
　前記繊維状収着剤が合成繊維を含む、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項１０】
　前記合成繊維が、ポリプロピレン、ポリエチレン、レーヨン、ナイロン６、ナイロン６
６を含む群より選択される、請求項９に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項１１】
　前記合成繊維がポリエチレンを含む、請求項１０に記載のベント付自動車用ギアケース
。
【請求項１２】
　前記繊維状収着剤が天然繊維と合成繊維を含む、請求項１に記載のベント付自動車用ギ
アケース。
【請求項１３】
　前記繊維状収着剤が、前記潤滑剤のエーロゾルを吸収するために内部の空きスペースを
有する繊維を含む、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項１４】
　前記繊維状収着剤が、前記潤滑剤のエーロゾルを吸収するために中空繊維を含む、請求
項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項１５】
　前記繊維状収着剤が表面の特徴を有する繊維を含む、請求項１に記載のベント付自動車
用ギアケース。
【請求項１６】
　前記繊維状収着剤が疎水性である、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項１７】
　前記繊維状収着剤が親油性である、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケース。
【請求項１８】
　ａ．内部空間と外部空間を画定し、該内部空間が潤滑剤を含む流体密封のハウジングで
あって、該潤滑剤がせん断力を受けて潤滑剤のエーロゾルを発生するハウジングと、
　ｂ．通路を有する本体を含むベントと、
　ｃ．該通路を覆うガス透過性で水不透過性の膜と、
　ｄ．該通路内に配置され、前記潤滑剤のエーロゾルを収着するために前記膜と前記内部
空間の間の該膜の第１の側面に隣接する繊維状収着剤であって、その繊維が前記潤滑剤の
エーロゾルを吸収するために気孔を有する繊維状収着剤と
を含む、ベント付機械装置の筐体。
【請求項１９】
　前記膜がｅＰＴＦＥを含む、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２０】
　前記膜が疎油性である、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２１】
　前記繊維状収着剤が、前記潤滑剤のエーロゾルを吸収しかつガスを通過させるために天
然繊維を含む、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２２】
　前記天然繊維が綿を含む、請求項２１に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２３】
　前記天然繊維がカポックを含む、請求項２１に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２４】
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　前記天然繊維がトウワタを含む、請求項２１に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２５】
　前記天然繊維がウールを含む、請求項２１に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２６】
　前記繊維状収着剤が合成繊維を含む、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２７】
　前記繊維状収着剤が天然繊維と合成繊維を含む、請求項１８に記載のベント付機械装置
の筐体。
【請求項２８】
　前記合成繊維が、ポリプロピレン、ポリエチレン、レーヨン、ナイロン６、及びナイロ
ン６６を含む群より選択される、請求項２６又は２７に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項２９】
　前記合成繊維がポリエチレンを含む、請求項２８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項３０】
　前記繊維状収着剤が内部の空きスペースを有する繊維を含む、請求項１８に記載のベン
ト付機械装置の筐体。
【請求項３１】
　前記繊維状収着剤が中空繊維を含む、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項３２】
　前記繊維状収着剤が表面の特徴を有する繊維を含む、請求項１８に記載のベント付機械
装置の筐体。
【請求項３３】
　前記繊維状収着剤が疎水性である、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項３４】
　前記繊維状収着剤が親油性である、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐体。
【請求項３５】
　潤滑剤と、該潤滑剤にせん断力を適用して潤滑剤のエーロゾルを発生させる機械装置と
を収容する内部を有する機械装置の筐体のためのベントであって、
　ａ．通路を有する本体と、
　ｂ．該通路を覆うガス透過性で水不透過性の膜と、
　ｃ．前記潤滑剤のエーロゾルを収着するために前記機械装置の筐体内部と該膜の間の通
路内に配置された繊維状収着剤と
を含む、機械装置の筐体のためのベント。
【請求項３６】
　前記膜がｅＰＴＦＥを含む、請求項３５に記載のベント。
【請求項３７】
　前記膜が疎油性である、請求項３５に記載のベント。
【請求項３８】
　前記繊維状収着剤が天然繊維を含む、請求項３５に記載のベント。
【請求項３９】
　前記天然繊維が綿を含む、請求項３８に記載のベント。
【請求項４０】
　前記天然繊維がカポックを含む、請求項３８に記載のベント。
【請求項４１】
　前記天然繊維がトウワタを含む、請求項３８に記載のベント。
【請求項４２】
　前記天然繊維がウールを含む、請求項３８に記載のベント。
【請求項４３】
　前記繊維状収着剤が合成繊維を含む、請求項３５に記載のベント。
【請求項４４】
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　前記繊維状収着剤が天然繊維と合成繊維を含む、請求項３５に記載のベント。
【請求項４５】
　前記合成繊維が、ポリプロピレン、ポリエチレン、レーヨン、ナイロン６、及びナイロ
ン６６を含む群より選択される、請求項４３又は４４に記載のベント。
【請求項４６】
　前記合成繊維がポリエチレンを含む、請求項４５に記載のベント。
【請求項４７】
　前記繊維状収着剤が内部の空きスペースを有する繊維を含む、請求項３５に記載のベン
ト。
【請求項４８】
　前記繊維状収着剤が中空繊維を含む、請求項３５に記載のベント。
【請求項４９】
　前記繊維状収着剤が表面の特徴を有する繊維を含む、請求項３５に記載のベント。
【請求項５０】
　前記繊維状収着剤が疎水性である、請求項３５に記載のベント。
【請求項５１】
　前記繊維状収着剤が親油性である、請求項３５に記載のベント。
【請求項５２】
　前記膜に積層された支持材料をさらに含む、請求項１に記載のベント付自動車用ギアケ
ース。
【請求項５３】
　前記膜に積層された支持材料をさらに含む、請求項１８に記載のベント付機械装置の筐
体。
【請求項５４】
　前記膜に積層された支持材料をさらに含む、請求項３５に記載のベント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機械装置のベントの分野に関する。より具体的には、本発明は、潤滑機械装
置を収容する筐体のための新規のベントを提供する。
【背景技術】
【０００２】
　ガス透過性で液体不透過性のベントは、自動車産業において多くの用途、例えば、ハウ
ジング内部と周囲環境の間の圧力を均圧化しなければならない電気部品のハウジング、ギ
アハウジング、車体、ブレーキハウジングなどで使用されている。ベントはガスの均圧化
を可能としなければならない一方で、ハウジングの内部を液体、ほこり及び塵粒子からシ
ールもしなければならない。水等の液体を排除できないと、部品にダメージを与え、ハウ
ジングを腐食してしまう場合がある。
【０００３】
　機械装置の筐体、例えば、ギアボックスのハウジング、車軸等は熱サイクルにさらされ
ている。機械装置が運転されると、潤滑剤及び内部空気の温度が上昇し始め、空気圧が筐
体内で上昇する。機械装置が停止すると、圧力は筐体内で降下する。運転温度の変化から
空気圧の変化を適応させるには、ベントが必要である。効果的なベントが提供されないと
、シールやガスケットに障害が起こる場合がある。汚染物質が機械装置の筐体に入るのを
防ぐことが重要である。汚染物質や水は潤滑剤の有効性を著しく低下させ、結果として機
械装置の早期の磨耗をもたらす。
【０００４】
　機械装置のベントは、延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）膜を組み込んで
いる。このような膜は水不透過性かつ空気透過性で知られており、それゆえ、汚染物質が
ギアケースに入るのを防ぐだけでなく、潤滑剤の流出も防ぐ。しかしながら、潤滑剤のエ
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ーロゾル粒子が膜の細孔を満たして空気流をブロックするので、ｅＰＴＦＥのベントは急
激な詰まりを受けやすい。したがって、公知のｅＰＴＦＥベントの耐用年数は限られたも
のであった。
【０００５】
　機械装置の空間をベントする他の試みは、バッフル、結合媒体、又は膨張空気がバルブ
開口を通って逃げるのを可能にするバルブアセンブリを組み込むことであった。冷却期間
の間に、このようなアセンブリは、第２のバルブアセンブリ又は膜を介して空気の進入を
可能にする。このようなアセンブリは必然的に多数の可動部を組み込んでおり、摩耗を受
けやすく、アセンブリの複雑さが増している。
【０００６】
　幾つかの機械装置のベントは機械装置から離れて取り付けられる。離れて取り付けるこ
とで、環境への暴露が限られた領域にベントを配置することが可能であり、潤滑剤の詰ま
りと関連する問題を低減することができる。他のギアケースは、遠隔の比較的保護された
領域にケースをベントするための簡単なシュノーケルを組み込んでいる。このようなシュ
ノーケルは汚染からの保護をほとんど提供せず、潤滑剤の流出を防がない。さらに、離れ
て取り付けるアプローチはすべて、追加の部品コスト及び据え付けの複雑さを導入するも
のである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　必要とされるものは、適切な通気を可能にし、汚染物質や水が機械装置の空間に入るの
を防ぎ、そして液体がベントに接触するよう配向された場合に液体を筐体内部に保持する
、機械装置の筐体のすぐ近くに又はそれに直接取り付けることができる可動部のないベン
トである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　１つの態様では、本発明は、流体密封の筐体内部に配置されたギアアセンブリと、該筐
体内部に配置された潤滑剤と、該筐体内部と外部の間で流体の連通を提供する通路と、該
通路を覆うガス透過性で水不透過性の膜と、前記潤滑剤とｅＰＴＦＥ膜の間の通路内に配
置された繊維状収着剤とを含む、ベント付自動車用ギアケースを提供する。
【０００９】
　別の態様では、本発明は、内部空間と外部空間を画定し、該空間が潤滑剤を含む流体密
封のハウジングと、通路を有する本体を含むベントと、該通路を覆うガス透過性で水不透
過性の膜と、該通路内に配置され、該膜の第１の側面に隣接する繊維状収着剤であって、
その繊維が気孔を有する繊維状収着剤とを含む、ベント付機械装置の筐体を提供する。
【００１０】
　さらなる態様では、本発明は、通路を有する本体と、該通路を覆うガス透過性で水不透
過性の膜と、機械装置の空間と該膜の間の通路内に配置された繊維状収着剤とを含む、機
械装置の空間のためのベントを提供する。
【００１１】
　なおさらなる態様では、本発明は、筐体内部と周囲空気の間をガスが通過するための通
路と、該通路をシールする多孔質膜とを収容するタイプの機械装置の筐体のための改善さ
れたベントであって、該膜と該筐体内部の間の通路内に配置された繊維状収着剤を含むベ
ントを提供する。
【００１２】
　さらに別の態様では、本発明は、機械装置の空間内部からガスをベントするための通路
と該通路を覆う多孔質膜とを提供するタイプの機械装置の空間をベントする方法において
、該膜と該機械装置の空間内部の間に繊維状収着剤を含む改善された方法を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
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［用語の定義］
　「吸収」とは、液体又はガスの分子が採取されるか又はバルク相に入るプロセスを意味
し、これは、粒子が表面よりはむしろ体積によって採取されるので吸着とは異なる。吸収
剤は吸収によって液体又はガスの分子を保持する。
【００１４】
　「吸着」とは、液体又はガスの分子が固体の表面に堆積するプロセスを意味する。「吸
着剤」は吸着によって液体又はガスの分子を保持する。
【００１５】
　「エーロゾル」とは、微細（０．１０～１００μｍ）な固体又は液体の粒子のガス状浮
遊物を意味する。エーロゾルには、ミスト、雲、霧などが含まれる。
【００１６】
　「親油性」とは、油に対して親和性がある表面を有する材料を意味する。
【００１７】
　「ギアケース」とは、車軸、変速装置、トランスファーケース、及び潤滑剤上にせん断
力を発生させる潤滑可動部を有する他のアセンブリを意味する。
【００１８】
　「疎水性」とは、９０°を超える水接触角で水により濡らすことが極めて困難な表面を
有する材料を意味する。
【００１９】
　「収着剤」とは、ガス又は液体を保持する能力を有する固体材料を意味し、本明細書で
用いられる場合には、収着剤は、吸収剤、吸着剤又はそれらの両方である材料を包含する
。
【００２０】
　本発明のベント本体は、金属又はポリマー材料から機械加工又は成型することができる
。車軸又は自動車の機械装置のベントとして用いられる場合には、ベントは鋳鉄のハウジ
ング中に取り付けることができる。したがって、金属のベントが好ましい場合には、これ
らのベントは、腐食及び２種の金属の腐食を避けるためにステンレス鋼から機械加工する
ことができる。あるいはまた、金属のベントは、例えば、腐食を抑制するために亜鉛でメ
ッキすることができる。好ましくは、本発明のベントはポリマー材料から構成される。ポ
リマーのベント本体は、本体に対する膜のヒートシールを含む加工が容易である。ポリマ
ー材料は低コストであり、腐食を受けにくい。最も好ましくは、ポリマー材料はポリアミ
ドである。ポリアミド６．６が、その有利なコスト及び強度のために最終的に好ましい。
【００２１】
　ベント本体は、機械装置のハウジングにおける容易な取り付けの助けとなる種々の形状
で構成することができる。当業者であれば、締り嵌め、ねじ式ベント、かかり（ｂａｒｂ
）、接着剤、及び意図される用途を十分考慮して利用できる他の取り付け手段によってシ
ールするベントにおけるプレスのタイプを理解するであろう。ベント本体の形態は、貫通
通路が本体を通して広がり、空気の通過を可能にするのであれば、重要ではない。
【００２２】
　幾つかの用途では、エラストマーが好ましい本体材料である。このような材料のコンプ
ライアンス及びレジリエンスは、嵌め合い部品、例えば、機械装置の筐体における嵌め合
い部品の公差を補うことを可能とする。加えて、異物からの影響があり得る用途では、こ
のような材料はダメージや不具合を受けにくい場合がある。
【００２３】
　通路は、ベント本体内に機械加工又は成型することができる。通路を与える多くの方法
が明らかであるが、ベント本体は、本体に穴を開ける追加の加工を避けるために、それを
貫く通路とともに成型又は成形されることが好ましい。通路は、収着剤媒体を収容するの
に十分な体積を画定する。この体積は、真っ直ぐの又はテーパーの穴によって画定するこ
とができる。好ましくは、ざぐり穴（ｃｏｕｎｔｅｒ ｂｏｒｅ）をベントの上部付近に
与えることができる。ざぐり穴は、収着剤材料を収容するのに十分な体積であり、一方で
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、機械装置の筐体付近のより狭い穴が収着剤材料を収容するよう作用し、そして機械装置
の筐体から収着剤までの通路を提供する。
【００２４】
　図１を参照すると、それを貫く通路（１６）を有するベント本体（１０）が提供される
。この本体は、機械装置の筐体のねじ穴に挿入するためのねじ部（１２）を含む。この本
体は、ベントをねじ穴に入れ込むための六角部（１８）をさらに含む。繊維状収着剤（２
０）が通路内に配置される。通路の開口端部は、水が筐体に入るのを防ぐために膜（３０
）によって覆われている。この膜は、ヒートシール（３２）によってベント本体に取り付
けられる。
【００２５】
　機械装置の筐体内の液体潤滑剤が収着剤媒体と接触するのを防ぐことが望ましい。した
がって、逆止、ボール又は他の一方向の流れ制御装置（図示せず）をベント本体の通路（
１６）に組み込むことができる。あるいはまた、通路は、潤滑剤を収容しそしてそれが収
着剤又は膜と接触するのを防ぐために蛇行した通り道を含むことができる。
【００２６】
　繊維状収着剤（２０）は、通気のための十分な空気流量を維持しつつ、膜と接触する潤
滑剤のエーロゾルの量を低減することで膜（３０）の詰まりを効果的に防ぐ。
【００２７】
　別の態様では、本体は、ベント膜又はベント膜を含む積層体から形成することができる
か又はそれらから全体的に構成することができる。この実施態様では、積層体の膜は、収
着剤のためのポーチを作り出すために、熱的又は機械的手段によって形成することができ
る。この実施態様では、膜の縁は、収着剤を封入して液密のシールを与えるように封止さ
れる。
【００２８】
　図２を参照すると、繊維状収着剤（２）は膜（３）の２つの層の間に配置される。一方
の膜は穴を含み、通路（１６）を提供する。ベントは、ベントを機械装置のハウジングに
取り付けるために接着剤媒体（３１）を含むことができる。
【００２９】
　通気の際、空気は収着剤の繊維間の空きスペースを通過する。繊維間の空間は、収着剤
を介して低い圧力降下を維持するのに必要である。１つの態様では、本発明は、十分な繊
維間の空きスペースを維持する収着剤を有する通気システムを提供する。油の収着は収着
剤における繊維間の空きスペースを維持するのに役立つ。
【００３０】
　好ましい態様では、繊維状収着剤は、潤滑剤のエーロゾルの収着を促進する特徴を有す
る繊維から構成される。収着剤の繊維は、吸着、吸収、及び好ましくはそれらの両方を促
進するよう適合させることができる。
【００３１】
　したがって、１つの態様では、繊維は吸着剤であることができる。吸着剤の繊維は、物
理的な表面の特徴、例えば、撚り、表面チャンネル又は孔を含むことができる。これらの
表面の特徴は、繊維の表面に沿って油の移動を促進する傾向がある。繊維に沿った油滴の
分布は、大きな液滴の形成を防ぎかつ繊維間の空きスペースを維持するのに役立ち、そし
て吸収速度を増加させることができる。
【００３２】
　別の態様では、繊維は吸収剤であることができる。吸収剤の繊維は、繊維の表面より下
への潤滑剤の移動を促進する内部の物理的又は化学的な構造を含み、それによって繊維間
の空きスペースを保ち、収着剤を横切る圧力降下を維持する。吸収を促進する物理的な特
徴は、中空の内腔構造及び油の吸収を促進する化学組成物を含む。好ましい実施態様では
、繊維状収着剤は、中空であるか又は有意な空きスペースを含む繊維を含有する。
【００３３】
　多くの天然繊維は効果の組み合わせにより望ましい油収着特性を有する。例えば、綿、
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カポック、トウワタ、セルロース及び他の繊維は、進行性の細胞の増殖のために軸方向の
空きスペースを含む。トウワタ及びカポックの繊維は、繊維径の最大９０％が内腔である
内腔構造を有する。綿繊維も同様に、同心円状のリングとして分布した有意な空きスペー
スを含む。このようなリングは図２において見られる。単一の綿繊維は２０～３０個の同
心の中空セルロース壁を含む。同心円状のリング及び中空構造は、繊維の中及び全体への
油の吸上げ作用を促進する。
【００３４】
　カポック繊維はまた、細胞壁の隙間に軸方向の中空空間を含む。絹のようなカポック繊
維又は絹綿状のものは、気密内部を有する微小なセルロース管である。カポック繊維は閉
じた端部を有する。カポック繊維は綿繊維に比べてあまり緻密ではない。カポックは、そ
の優れた浮力のために詰め物救命具及び他の水安全設備でよく知られている。カポック繊
維はまた、軽量で、有毒でなく、耐食性でありそして無臭である。有意には、カポックは
、液体油において自身の質量の３０倍を吸収することができる。
【００３５】
　１つの実施態様では、収着剤繊維はウールを含む。ウール繊維は不規則でうろこ状の表
面を有し、このような表面は吸着を促進させることができる。うろこ状の構造は、油の堆
積物に対し、大きくてアクセスしやすい表面細孔を提供する。さらに、ウールは多量の表
面ワックスを含有する。必然的に、ワックスの存在は油の収着にさらに寄与することがで
きる。ワックスは、疎水性的相互作用を通して収着剤と油の相互作用を高め、親油性を改
善する。
【００３６】
　水分は、収着剤の全体的な収着能を妨げることがある。したがって、１つの態様では、
収着剤の繊維は疎水性である。
【００３７】
　収着剤の繊維は合成繊維を含むこともできる。工学的な表面プロファイルを有する合成
繊維、例えば、ポリエステル、ポリプロピレン、ナイロン及びアセテートが効果的である
。疎水性コーティングを備えた強力な吸着剤繊維も同様に、収着剤としての用途を有する
ことができる。また、中空の合成繊維は幾つかの用途で有用な場合がある。合成繊維が用
いられる場合には、疎水性繊維が特に好ましい。
【００３８】
　収着剤の繊維は最も好ましくは親油性である。幾つかの合成繊維は、それらの化学的な
構造のために親油性である。親油性は、吸上げ作用並びに繊維表面に沿った及び繊維間の
油の表面輸送を向上させる。
【００３９】
　収着剤はベント内に収容され、膜によって外部環境から保護される。膜は、空気透過性
及び液体不透過性を提供する任意の材料からのものであることができる。典型的な膜材料
は、ポリマー、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン又はフルオロポリマーを含む。フ
ルオロポリマーとして考慮すると、テトラフルオロエチレン／（ペルフルオロアルキル）
ビニルエーテルコポリマー（ＰＦＡ）、テトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプロピ
レンコポリマー（ＦＥＰ）及びポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）があり、優先さ
れるべきはポリテトラフルオロエチレン、特には延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰ
ＴＦＥ）である。膜材料は多孔質であり、適用分野に応じて、０．０１～２０μｍのサイ
ズの細孔を有することができる。このような膜は、本質的に疎水性であり、好ましくは疎
油性である。膜は、膜と支持材料の積層体の形態であることができる。
【００４０】
　支持材料は、不織、メルトブローン（ｍｅｌｔ ｂｌｏｗｎ）又はスクリムのポリマー
材料を含むことができる。好ましくは、これらの支持材料は実質的に開放構造を有する。
【００４１】
　膜は、気密及び水密シールによってベントに固定される。１つの態様では、膜は接着剤
の積層を含み、ベントにヒートシールされる。別の実施態様では、膜は、超音波溶接によ
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ってベントに溶接することができる。あるいはまた、膜は、シールリング又は同様の手段
で通路を横切って機械的に保持される。取り付け方法は、適切な防液及び気密シールが通
路を横切って維持されるのであれば重要ではない。好ましくは、膜はベント本体にヒート
シールされる。
【実施例】
【００４２】
　本発明によるベントの例１を以下のように構成した。ベント本体はポリアミド６．６か
ら中空のねじボルトの一般的な形状に機械加工した。本体は、幅調整できる１１／１６イ
ンチのレンチの六角形状頭部により形成した。３／８インチのＮＰＴテーパー管をベント
本体に機械加工した。ベント本体と頭部の中心軸を通して開けたある径の穴はベント本体
を貫通する通路を提供した。通路はベントの頭部を貫通する大きなざぐり穴を含んでいた
。ざぐり穴の体積は約０．７５ｍｌであり、繊維状収着剤のための収納容器を与えた。
【００４３】
　繊維状収着剤は、長い天然のピマ綿繊維を含んでいた。繊維は、南東アリゾナコットン
協会（Ｓｏｕｔｈ Ｅａｓｔｅｒｎ Ａｒｉｚｏｎａ Ｃｏｔｔｏｎ Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖ
ｅｓ）から得、２５０ｍｇの綿をベント本体のざぐり穴のキャビティに手で押し付ける。
膜で綿の収着剤を覆った。
【００４４】
　膜は、約８（±１）ミル厚さの疎油性ｅＰＴＦＥ膜であった。膜は８ガーレーの空気透
過性を有し、少なくとも３ｐｓｉの水侵入圧（ＷＥＰ）を有していた。これらの膜並びに
この用途で有用な他の膜は、メリーランド州、エルクトンのＷ．Ｌ．ゴア・アンド・アソ
シエーツ社から入手可能である。膜はベントキャビティ内に綿繊維を含む。膜のディスク
は、銅のシール用具を用いてベント本体の材料にヒートシールされる。シールは、６６０
Ｎの力を２５０℃で１．０秒間適用することにより行った。ポリアミド、例えば、ベント
本体に用いられる材料はかなりの水分を含む。それゆえ、本体は、溶接の前に炉において
１２５℃で約１２時間乾燥させた。
【００４５】
　さらなる例を、他の収着剤媒体及び様々な収着剤媒体の充填密度を用いて調製した。例
２を例１の記載に従って調製した。しかしながら、０．２５８７ｇの天然綿の吸着剤をベ
ントの通路内に配置した。例３を例１の記載に従って調製した。しかしながら、０．２１
０８ｇのＦＩＴ ４ＤＧポリエステル繊維の吸着剤をベントの通路内に配置した。比較例
４を吸着剤媒体なしで組み立てた。
【００４６】
［ベントの寿命試験］
　本発明のベントの性能を、図６に図式的に示す装置を用いて以下の実験手順に従って実
証した。
【００４７】
　エーロゾル発生器（４０）（Ｎｕｃｏｎ）を十分な体積のギアオイル（４２）（Ｌｕｂ
ｒｉｚｏｌ ｐｏｌｙａｌｐｈａｏｌｅｆｉｎ）で満たした。入口圧力を入口（４４）に
空気を供給することにより２５ｐｓｉに確立し、粒子の９９％が２μｍ未満である約０．
２ｍｇ／分の目標速度でエーロゾル（４６）を発生させた。
【００４８】
　試験されるべきベントを０．２５インチ直径のポリプロピレンのエアライン（４８）に
よりエーロゾル発生器に接続した。エアラインとベントを垂直に配向した。ベントの出口
を０．３７５インチ直径のポリプロピレンのエアライン（４９）によりエアフローメータ
（５０）に接続した。
【００４９】
　まず、０．２５インチ直径のポリプロピレンのエアラインをきれいな空気源に接続し、
空気流量を調整して試験試料を横切って０．１９ｐｓｉの圧力差を作り出した。０．１９
ｐｓｉの背圧における体積流量を試料を通して記録した。次いで、ベントをエーロゾル発



(10) JP 5336356 B2 2013.11.6

10

20

生器に接続し、きれいな空気源と同じ体積流量を与えるよう調整した。空気流量をフロー
メータ（５０）で監視し、ｅＰＴＦＥ膜のエーロゾルの詰まりによって空気流量が低下し
始める時間を測定した。時間対空気流量を図５に報告する。
【００５０】
［水侵入圧（ＷＥＰ）］
　水侵入圧は、膜を通して水を侵入させるための試験方法を提供する。試験試料を１対の
試験プレートの間に固定する。下方のプレートは、水を用いて試料のある区画を加圧する
能力をもつ。１枚のｐＨ紙を、水の侵入を示す指示器として、圧力をかけない側の、プレ
ート間の試料上部に置く。次いで、試料を徐々に加圧し、各圧力が変化した後、ｐＨ紙の
色変化が水の侵入に関する第１の兆候を示すまで１０秒待つ。突破又は侵入時の水圧を水
侵入圧として記録する。試験結果は、損傷端部から生じることのある誤った結果を避ける
ために試験試料の中央から選び取る。
【００５１】
　本発明の特定の実施態様が図示されそして本明細書に記載されるが、本発明は、このよ
うな図及び記載に限定されるべきではない。変更及び改良は、特許請求の範囲内に本発明
の一部として組み入れ、包含できることは明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明のベントの１つの態様の斜視図を示す。
【図２】本発明によるベントの別の実施態様を示す。
【図３】綿繊維の微細構造を示す写真である。
【図４】工学的な表面の特徴を有する合成繊維の写真である。
【図５】種々の収着剤媒体に関する空気流量を示すグラフである。
【図６】通気性能を試験するための装置使用の概略図を示す。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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